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● 社会の先生からマイクロソフトへ転職

● 生活が変わるセキュリティの話
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もっと子どもとの時間を作りたい先生必見



社会の先生から
マイクロソフトへ転職
日本マイクロソフト株式会社
パブリックセクター事業本部
GIGAスクール政策室　室長代理 /元高校教員　

栗原 太郎
日本マイクロソフト株式会社において活用促進のスペシャリストとして学校現場の ICT 化に従事。
先生と児童生徒目線を大切にしながら、全国の様々な教育委員会と学校現場に ICTを使った
教育改革の実現を目指した活動をサポート。慶應義塾大学法学部政治学科卒業後、聖徳大学
附属取手聖徳女子中学校・高等学校教諭（倫理）、日本ヒューレット・パッカード株式会社 ITコン
サルタント（製造業）を経て 2020年より現職。

学校の働き方は変わる！

　私は現在、日本マイクロソフトにおいて、活用促
進担当として全国の学校の ICT化に携わっています。
今回は先生の働き方と ICTというテーマで連載を持
つことになりました。よろしくお願いいたします。
　私自身はもともと ICTの世界にいたわけではなく、
社会の教員をしていました。専門は倫理の古代ギリ
シア哲学でしたので、ICT はおろか電気すらない数
千年前の世界を生きていたような人間です。そんな
私が得体の知れない「クラウド」に関わるまでの経
緯、そしてこの世で最も面白いと思っている教職か
ら離れたことについてお話ししたいと思います。
　「教員になればどんなにつらくても一日一回は生
徒と笑えるだろう。」就活で悩んだ末に出した結論
から、少し長めの大学生活の中で教員免許を取り
ました。実践よりも教育の本質を問い続けるユニー
クな教職課程から後の行動指針となることを学びま
した。教育のパラドックスと動機付けの理論は探究
学習、日本が世界に誇る教員の同僚性の喪失と過
労状況は働き方改革へと突き動かすきっかけになっ
たと思います。
　大学卒業後は茨城の私立学校で働き始めまし
た。着任時はごくごく一般的な学校という印象で、
先生主体で分かりやすい講義の授業を進め、丁寧

に質問を受けていくような学校でした。そんな中、
手探りながら一切教えない授業をひっそりとスタート
させました。想像を超える成長をしていく生徒の姿
から教職の魅力にはまり、充実した日々を送ってい
ました。同時に自分一人の力に限界を感じ、多くの
先生と協働する必要性を強く感じ始めました。
　先生たちと新しく何かやっていくことは想像以上に
難しいものでした。当時の職員室は静かでせわし
なかったです。驚くほどシーンとしているにも関わら
ず、机で必死に作業をする教員がほとんどで、雑
談はおろか業務の話もしにくい空気でした。さらに
驚いたことは一人一人と話してみると実は皆優しく、
協力的で、教育に情熱を持っていたということです。
　職員室の空気を変えていく方法は地道なものでし
た。毎日一人一人と数秒でも雑談し、共通の話題
が出たときは先生同士をつなげていきました。教員
が議論する学び合いスペース、互いの書籍を共有
する本棚を設置し、コーヒーを淹れ、楽しく話し合
う輪を広げました。徐々に先生方の課題意識、価
値観が表面化していき、学習指導要領改訂、大学
入試改革のタイミングも重なり、ついに学校全体で
探究的で深い学びを行っていくことになりました。

職員室を変えていく
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　探究型の学校を目指すという先生方の共通認
識が持てたものの課題は山積みでした。体験した
ことがない学びを創り出すことはまさに答えのない
探究活動でした。多様な教育観を認め合い、相
対化しつつ、いろいろなアイディアを出していくこと
で新しい教育は創られていきます。先生方の協働
性を発揮するためには、一人ひとりの心のゆとり、
余白の空間・時間をいかに作っていくかが大切で
した。前回紹介した「静かでせわしない職員室」
では新しい教育は生まれず、既存のものを踏襲し
ていくしかありません。
　創造的な教育活動に没頭できるよう先生たちと
働き方そのものの改革を行っていきました。ここで
ようやく ICTの出番になります。大きく分けると「コ
ミュニケーション」「繰り返し業務」「働く環境」の改
革をしました。詳しくはこの後の回から書きますが
それぞれ、仮想と現実空間の特性を生かし、問い
を生み出す創造的なコミュニケーションを増やした
こと、業務の多くを占める伝言ゲームや転記作業
といった作業を自動化したこと、限定的で非効率
的な働き方を多様なものにしたことになります。
　その結果、魔法のように学校は変わりました。
一日何 %の時間を創り出せたといった数値化で
きる部分もそうですが、多くの「目に見えない足か
せ」のようなものを取っていったことが大きかったと

思います。足かせのなくなった先生方には驚くこと
ばかりでした。個性を最大限発揮しながら協働す
ることで、常に新しいものを生み出し、チャレンジ
していくような職場になりました。私にとって前から
楽しいと思っていた教職は、比べられないほど楽
しいものになっていました。　
　そんな充実した教職生活にも転機が訪れまし
た。きっかけは学校改革がひと段落した際に別の
学校に見学にいったことです。そこで見たのは「静
かでせわしない職員室」で働く疲弊した先生方で
した。「自分に何かできるのでは？」学生時代から
ずっと自分が楽しく働ければ良いと思っていた職
業観が変わった瞬間でした。
　先生方だけで進めてきた ICTを業者側の視点
からも理解しようと、思い切って外資系 IT企業に
エンジニアとして転職し、教育業界よりも進んでい
る民間企業の IT支援を行いました。現在では文教
担当として日本マイクロソフトに勤務しています。教
員時代の三つの改革で得た知見をもとに弊社の企
業理念である「個人と組織がより多くのことができ
る」手伝いをしています。次回以降三つの改革と
ICTをそれぞれ詳しく見ていければと思います。

探究する学校に向けて
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現状の課題
　この章では最新の学校 ICT 環境とセキュリティに
ついてお話したいと思います。現場からは ICT の
利用環境に関する多くの悲鳴が聞こえてきますが、
実はほとんどがセキュリティに起因するものです。
前任校の三つの改革で最も注力した分野で、今ま
でと全く違った仕組みを整えることで、先生方の働
く環境はもちろんのこと、生活すらも根本から変え
ていきました。私自身の転職もこの環境を広く提供
したいという思いから来ているところが大きいです。
セキュリティは子どもや教員を守るだけでなく、ICT
の利用、学び方・働き方と直結するところになります。
そして IT 屋が一番オタクっぽくなるところですので、
みなさんにアレルギーが出ないように極力簡単に書
いていきたいと思います。
　「教員がどこかで PC を置き忘れたらどうするん
だ !」「生徒に間違って送っちゃいそう。」「クラウド
にあると誰でも見れちゃうんじゃないの？」

ICTになるとみなさんの安全面の心配が尽きませ
ん。意識を高く持つのは非常に良いことですが、
不安から ICT そのものを遠ざける動きになっている
のが実態だと思います。
　セキュリティに対する不安は 2 つの点で ICT 活
用を停滞させます。一つ目は使う人の心理的なハー

ドルを上げることです。「安全じゃないかもしれない」
が学校現場に与える影響は計り知れず、活用の停
滞だけでなく ICT 推進者とその他の先生の分断を
加速させ、現場をさらに疲弊させます。二つ目は
利便性を下げることです。従来のセキュリティでは
様々な制限を行うことが有効な対策だと考えられて
いたため、ルールで縛り、多くの機能を制限してい
ました。情報が流出しないよう端末を職員室から持
ち出せないようにしましょう。危険なアプリは勝手に
入れられないようにしましょう。このように明確にセ
キュリティ対策だとわかるようなものもあれば、一見
するとセキュリティとは無関係な ICT の課題にもつ
ながってしまっています。「ネットが遅い、つながら
ない」「先生が授業で使える端末がない」「パソコン
が重い」結果として現場から不便な ICT 環境に対
しての悲鳴が多く上がっています。
　活用停滞だけならまだしも、逆に危険性を高め
ているケースが多いです。セキュリティを高めようと
設定したルールや機能面での制限によって、いくつ
もの抜け穴が使われるようになりました。次回から
は多くの学校でとられている従来のセキュリティ対
策と全く考え方が異なるこれからのセキュリティ対策
について見ていきたいと思います。

学校の働き方は変わる！

生活が変わるセキュリティの話
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境界型とゼロトラスト
　境界型セキュリティと呼ばれる従来の対策は、意
外かもしれませんが基本的には紙でのものと同じに
なります。例えば成績情報が書かれた紙があったと
します。安全のため教員は職員室でしかその紙を
取り扱ってはいけません。成績処理期間中は教員
以外を職員室には入れてはいけません。処理後は
管理職しか開けられない金庫に入れ、施錠します。
このようにある重要情報を特定の領域の中で守って
いく考え方が境界型セキュリティになります。

ICT に置き換えても同じになります。教員は職員
室にあるパソコンでしか仕事ができません。外部か
らの侵入を防ぐためインターネットを制限します。こ
の境界型セキュリティの考え方は「職員室」と「そ
の他」という教員の方々が持っている物理的なセ
キュリティ意識と親和性が高いため広く浸透し、逆
に新しいセキュリティの考え方が浸透しにくい要因に
なっているかと思います。
　「ゼロトラスト」と呼ばれる最新のセキュリティは
従来のものとは考え方から異なり、この仕組みによっ
て教員の生産性や働き方は劇的に変わります。前
回と同じく成績情報の書かれた紙を例に考えてみま
しょう。今回はこの紙を使用できる場所は限定しま
せん。つまり校内・校外問わずいつでもどこでも取

り扱って構いません。うっかり教室に置き忘れてしまっ
た場合はどうなるのでしょうか。生徒が紙を読もうと
したら、読めないように黒塗りになります。先生が
紙を回収しに来るとまた読めるようになります。まる
で魔法のような世界ですが、ICTならこのようなこと
が容易にできます。魔法の正体は AI であり、ファ
イルの中の成績情報を自動で判別して暗号化するこ
とにより、教員以外が開くことができない仕組みに
なっています。
　ゼロトラストセキュリティは今まで必死で守ってき
た境界すらも信頼（トラスト）しない考え方になりま
す。人が行うことすべてを疑った性悪説をもとに作ら
れたもので、今まで防げなかった情報流出の対策
方法がたくさんあります。もともとは企業での故意
の情報流出を防ぐために作られており、内部情報を
高額で売ることや、転職のための「お土産」にしよ
うとする悪意のある内部犯をいかに防ぐかに焦点が
おかれています。学校のように先生が気を付ければ
防げるだろうといった性善説をもとに作られた仕組
みとは対策のレベルが違います。しかも高度に自動
化されており、利用者側はセキュリティを意識するこ
となく利用できます。
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　意識しないセキュリティによって様々な制約から解
放され、学校現場は劇的に変わります。「アプリが使
えない」「端末が動かない」「ネットが遅い」といった
機能的な制約から生じる声は、機器に制限や負荷
をかけずに安全性を高めることができるこの仕組み
でなくなります。また、先生が使う端末を学習用・校
務用と２～３台に分け、費用の面から低品質の端末
を導入せざるを得ない金銭的な制約から生じる問
題も解決できます。端末を一台にすることで、低コ
ストでより性能の高い端末を購入することが可能で
す。同様に今まで必要だった機能制約をかけるため
の様々なハードやソフトの導入・保守・更新費用が
不要になるのでその分も含めてお財布に優しい仕
組みになります。
　何よりも大きいのが先生の働き方に対する制約
がなくなることです。いつでも・どこでも・どんな端末
でも仕事ができることの効果は何も今回のコロナ禍
のような自宅からの遠隔授業のみに限定されませ
ん。自分の生産性が上がる環境を選択できること
は学校現場にこそ必要です。そもそも教員は授業や
出張など一か所に留まらない仕事が勤務時間の大
半を占めています。そんな中、限定的な場所・時間・
端末でしか ICTが利用できない状況では当然生産
性も低くなります。この環境では情報事故等のミス
は起きやすくなり、そのことで制約が増え、さらに生

産性が低くなるという悪循環に陥ります。
前任校ではこの意識しないセキュリティによって、
様々な制約を撤廃し、多様な働き方を選択できる仕
組みを整えました。先生方の生産性が上がり、ワー
クライフバランスが良くなるだけでなく、全体労働時
間も減りました。現在では自治体レベルでも導入が
進んでおり、この仕組みが学校現場を大きく変えて
いくと考えています。
　ここまでは少しそれっぽく難しいことを言ってみま
したが、学校現場にいたときはもっとシンプルな理
由でこの仕組みを導入しました。「家で仕事ができ
たらどんなに助かるか」毎晩遅くまで働いていた子
育て世代の先生の一言がきっかけで、みんなが働
きやすいシステムを先生方と作りました。結果として
その先生はお子さんとの時間を増やすことができ、
他の先生も「もう前の生活には戻れない」というくら
い生活が快適になりました。
　私自身としては全国の個性あふれる先生方が働
き方を選択できる世の中になれば良いなと思いな
がらこの仕組みの導入を支援していきたいと思って
おります。

意識しないことで変わる働き方
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伝達型コミュニケーションについて
　今回は具体的に働き方を変えていく方法について
お話したいと思います。ICTを使って改善できるもの
は大きく分けると伝達・集計・転記の 3 つになります。
　「放送委員は昼休みに放送室に集まってくださ
い。」朝の会でよくある連絡事項から学校における
伝達の仕組みについて考えていきます。学校毎に差
異はあると思いますが、職員朝会で先生への周知、
担任が各教室で生徒に伝える流れが定番かと思い
ます。前任校の職員朝会では連絡に 20分近くとら
れ、朝の会に間に合うために走っていく先生の姿が
見られました。先生たちで共有された連絡は同じ時
間を使って生徒にも共有され、これだけで一日の
40分の時間が制限されてしまいます。伝達は学校
現場のいたる場面で見られ、先生と生徒だけでな
く、保護者を巻き込んだ形での壮大な伝言ゲームに
なっています。配布物や電話での欠席連絡等々、媒
体は変わっても本質が同じものを含めると異常なほ
どの量があります。
　上の例の解決策は単純で一人の先生が放送委員
全体に直接連絡すれば済む話です。根本的な原因
は物理的空間では場を流動的に変えることができな
いことにあります。学校では学年、クラス、委員会、
部活等々、大小の異なるグループに生徒が重複する
形で所属しています。教室という物理的な制約から

クラス単位での連絡が採用されているだけで、結果
として複数の先生が同じ連絡をし、必要のない生徒
までも聞くことを強いられています。この状況を乗り
越えるものが仮想的空間で場を自在に形成できる
ICTになります。Teamsのようなチャットツールを活
用すれば自在に場を作ることが可能で、グループ毎
に連絡ができるだけでなく、朝や帰りの会にしか集ま
れないといった時間的な制約からも解放されます。
　この文脈で Teamsを紹介する際には二重連絡
をしないように大きいグループ（チーム）から考えた
ほうが良いと伝えています。（小技⑨）

学校の働き方は変わる！

働き方を根本から変えていく

よくあるのが既存の連絡の仕組みをそのまま移植
することです。今まで通り職員朝会と朝の会が重
複し、クラス毎に同じ連絡をすることをただデジタル

※ 詳しくは、裏表紙の「働き方を劇的に変える ICT の小技 10」をチェック！
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教員からの伝達以上に大変なのは戻ってくる情報
になります。今回は紙で行われている保護者会の出
欠確認を例に考えてみます。（小技④）先生、生徒、
保護者での壮大な伝言ゲームは、担当教員が直接
連絡できる保護者チームを作成することによって解
決できます。（小技⑧）

ただし、このような類の連絡はここで終了ではありま
せん。参加人数を確認する集計業務が必ずついてき
ます。集計しやすい学級単位で回収された紙は担当
教員に集約され、集計が開始されます。各担任が紙
やエクセルで集計したものを合わせる形で行うところ
もあるでしょう。宿泊学習、大会、検定、普段の出欠、
「これ興味ある人いますか？」といった挙手による予
備調査も含めると集計業務は学校のあらゆる場面で
発生します。こうした状況を解決するのが弊社
Formsをはじめとしたアンケートフォームになります。
誰が、いつ、どういった回答をしたのかを自動的に
集計することによって、先生方は細 と々した集計業務
から解放され、生産性を上げることができます。また

膨大な集計・転記業務をどうするか

でやっているということが起きています。ICTを使っ
て時間・空間的な制約から解放された姿は現在の
ものとは異なることを先生方が理解することが
大切です。
　最後に「直接伝えることに意味がある。」チャット
ツールを導入する上での強力な反論ですが、前任

好きなタイミングで期日までに入力をすれば良いの
で、保護者にとっても負担が減るものになります。
次は出張申請を例に伝達と集計をつなぐ転記の業
務を説明します。いつ、誰が、どこに出張するといっ
た情報は、粒度を変え、学校日誌、職員室の黒板、
月報、各教員の手帳等々、いたるところに転記され
ます。こちらもアプリとアプリ、作業と作業を自動でつ
なぐことができるローコードツール、弊社の場合は
PowerPlatformで解決できます。この製品は専門
的な知識を持つ人にしかできなかったことを一般人
にも開放するという、弊社が家庭にPCを普及すると
きから続く「民主化」思想を元に作られています。特
に学校業務との親和性が高く、先生方自らの手であ
らゆるものを自動化することができます。前任校では
繰り返し行われていた作業が一度の入力で済むよう
になり、負担が大幅に減りました。小技 10では欠席
連絡の自動化（小技⑦）や体温集計（小技⑥）で実
際の業務改善だけなく、先生による解説動画を通し
て使い方の基本が学べます。他の業務にも応用して
いただければと思います。
　最後に働き方改革のきっかけになった私の特技に
ついて話したいと思います。「聞いたものを正確に伝
える。」「紙を回収して集計する。」私は先生方が当た
り前にやっていることができないユニークな特技を持
っていました。先生を続けるには既存の仕組み自体
を変えるしかありませんでした。できない私に対して、
できるべきだという精神論で否定せず、耳を傾けてく
れた前任校の先生方がいたから本質的な働き方改
革が実現できたのだと思います。

校では伝達と会話を分けていく大切さを伝えまし
た。「先生方は今どれだけの時間子どもたちと会話
ができていますか？伝達と会話を分けることで本当
に必要なコミュニケーションの量を増やしていきま
しょう。」この想いを共有し、会話を増やしていきま
した。

※ 詳しくは、裏表紙の「働き方を劇的に変える ICT の小技 10」をチェック！
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　最後に ICTと授業に関してお話ができればと思
います。「校務の活用はわかった。じゃあ授業はどこ
から手を付ければ良いの？」という質問がよく来ます
が、私は「授業活用を進めるにはまず全員での校
務活用から始めてください。」と答えています。納得
いかないかもしれませんが、実は授業活用ができて
いる学校ほど、校務あるいは校務と授業のセットか
ら始めています。

Teamsであれば教職員全員が参加するチーム
を作成し、利用するところからになります。（小技⑨）

教職員チーム内は、会話のまとまり毎にグループを
作成できる「チャネル」で区切っていきます。学年、
分掌、行事毎のチャネルを作っていくと良いでしょ
う。この「チャネル」は、チーム内の全員が「見ようと

どこから始めれば良いのか

学校の働き方は変わる！

なぜ授業で ICTを使うのか

思えば見える」半オープンのコミュニケーション空間
になります。階層を下げて学年毎に教職員チームを
作成する学校もありますが、この形では第一学年の
先生は他の学年を見ることができません。きっと活
用が進むにつれ、使う学年と全く使わない学年が
できてしまいます。この差は ICTを推進していく上
では非常に危険で、私が授業活用から始めること
を止める理由もここにあります。授業活用では多く
の場合一人の ICT推進役の先生が活用を始めま
す。そうなるとすべての質問がその先生に集中しま
す。「Teamsの使い方教えてください。」同じような
質問がいろんな先生から来ます。気軽に質問と回
答を共有する場がないからです。質問は徐々に
Teams以外にも広がり「パソコンの電源が」全く関
係ない「コピー機のトナーが」挙句の果てには「蛍
光灯が」冗談みたいな話ですが、電気で動くものす
べての質問を引き受けることになります。弊社でも、
製品毎に専任の担当が細かくわかれているものを
一人の先生に質問するのは無謀です。
　孤立化を回避するには、まず教職員チームを作
り、全員が一緒に使っていく環境を作る必要があり
ます。そのうえで Teamsを毎日絶対見ないと回ら
ないような業務を組み込むことが効果的です。私の
場合は欠席連絡（小技⑦）から始めました。先生の

※ 詳しくは、裏表紙の「働き方を劇的に変える ICT の小技 10」をチェック！

09



　初心にかえり ICT導入の意味を考えていきたい
と思います。私が Teamsを学校改革の中心に置い
た理由は、これまでさんざん話してきた伝達の効率
化や働き方改革のためではありません。これからの
時代に必要な価値創造を促進する道具としてです。
これは、教育の本質、先生の働き方、世の中の動き
が一致する部分だと考えています。
　多くの仕事が AIをはじめとした機械に代替され
る時代になり、今までの「決められたことをミスなく
丁寧に」が美徳という世の中の価値観が崩れてい
きました。教育でも学習指導要領が変わり、先生た
ちは体験したことのない学びを新たに創り出してい
くことが求められています。現場では ICTを使った
「双方向的な学び」が謳われていますが、この言葉
の使われ方も様々だと思います。ただの伝達を複数
人が行っている状態を指す場合には違和感を覚え
ます。授業におけるある種の予定調和的な活動を
共有機能によって効率化することもそうです。本当
に必要になるのは異なる価値観がぶつかり合いな
がらも前に進もうとする「対話」であり、わかることを
目的とした機械的な「伝達」ではありません。
Teams本来の使い方はこの対話的なコミュニケー
ションにおいてであり、実現にはそれ相応のお作法
があると思っています。

　メールと比較していきましょう。従来の価値観の中
で長年使われてきたメールでは、読み手に解釈の余
地を与えず、いかにわかりやすく伝えるかを正解とし
ます。ミスがないように添削をし、長めの精巧な文章
を送ることが求められます。Teamsもこのメールの
使い方を踏襲する形で使用されることが多いです。
「決められたことをミスなく丁寧に」の時代に活躍し
てきたメールとは異なる道具なので、送る内容も文
体も当然変わってきます。私は研修の度に Teams
の作られた背景、そしてマナー講師のようにチャット
マナーたるものを伝え続けています。「短く、素早く」
「可能な限り表情を見せる」「問いが生まれるような
隙を設ける」いずれも対話のための道具だという前
提があれば腑に落ちる内容かと思います。
　この使い方に至るまでは一筋縄ではいかないか
もしれません。前任校でも導入時にチャットマナーを
説明するだけでは今までの習慣は変わりませんでし
た。管理職に何度も「サクラ」になって、誰もが驚く
ような軽めでユニークな投稿をしてもらうことで徐々
に浸透していきました。チャットマナーに則った形で
使われることで「問い」、「疑問」、そして「わからな
い」を未完成な状態で共有していく文化に変化して
いき、対話の素地ができます。

対話的コミュニケーション

負担軽減と生徒情報共有を円滑にするだけでな
く、Teams活用を習慣化できます。ICT活用の土
台ができたところで先生方の働き方改革に着手し
ていくことが良いでしょう。そこでは業務の ICT化
以上に、今の業務に疑問を持ち、協議し、見直す
プロセスのほうが大切だったりします。前任校の校
長が「働き方改革は先生たちの探究活動」と言っ
てましたが、ICTを使った探究活動ができれば先
生方の授業への応用は簡単であり、より本質的な
ものになります。 ※ 詳しくは、裏表紙の「働き方を劇的に変える ICT の小技 10」をチェック！
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Microsoft Teamsでは対話の場を自在につくる
ことができます。どんな人を参加させるか、その人
数、グループに分けるのか、参加度合いは強制な
のか任意なのか。誰に向かってしゃべるのか、全体
なのか、個人なのか、グループなのか。チャネルや
メンションといった機能を使って今までとは違った場
づくりができます。特筆すべきは複数の場で同時に
コミュニケーションをとることができる点です。通常
の教室では、班で話し合った内容を全体に届ける
ために、班の代表が全体に伝えるような別の場が
必要です。仮想空間ではこれらを同時に進めること
が可能です。ここにさらに現実空間での話し合いが
加わり、空間の大小をずらす形をとることで、コミュ
ニケーションそのものの仕組みが変わります。現実
空間では班で話し合い、仮想空間では全体でチャ
ットし、他の班の人も議論に加わることで、新たな
問いが生まれ続けていきます。
　こういった使い方は年齢関係なく小学生から大人
まで行われ、気づきや他者理解、インプットとアウト
プットの量が以前とは全く変わってきます。コメント
が残ることにより思考を相対化でき、問いや対話を
深めていくができます。近いうちに現実と仮想の境

界もなくなり、発話とチャットが同時に文字化される
でしょう。そういったものが一人一人のポートフォリ
オとして蓄積されると探究授業での評価も根本的に
変わっていくと思います。膨大で多種多様の学習履
歴をAIがデータ解析して、教員がデータから得た
知見で様々な授業を再構成していくような時代は目
の前に迫っています。
　空間の自在さは教室だけに留まるものではありま
せん。クラスや学年、あるいは学校すらも横断する
空間を簡単に作れます。子どもたちだけではなく、
保護者、地域、企業が入り、今までと異なる学びを
作ることが可能です。もちろん海外の人たちとの交
流も同様です。教師はこれらの場をコーディネートし
ていく役割が少しずつ増えていくかもしれません。こ
のときに大切なことは対話を開いていく共通認識を
持つことです。最初はどうしても少ない人数、わか
りやすく、同質の閉じた空間に皆が向かいがちで
す。チャネルを使って公の空間を増やしていくこと
で、オープンコミュニケーションの意義や対話の価
値を体験させることができます。そうすることで子ど
もも大人も来るべき対話の時代に備え、学びを充実
させていけると思います。　

対話的を深く広げていく
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